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研究要旨 

 

 本研究会では、子育て支援策を様々な角度から取り上げ、政策的支援のあり方やその

効果について多くの分析研究をおこなった。主な争点は、家庭での子育て支援や父親の

育児参加の重要性、保育サービス需要の多様化、保育サービス供給の非効率性である。

１つめは子育てにおける家族、特に父親の役割の重要性に関する研究であり、父親が積

極的に育児参加をおこなうことで母親の育児不安が軽減されることが示されている。２

つめは母親の育児と就業の両立支援策としての保育サービスの役割に関する研究であ

り、保育サービスは母親の就業支援として有効に機能しているが、その供給量の制約が

有効性を狭めていることが明らかにされている。また、３つめは保育サービス供給シス

テムの再検討であるが、これは２つめの問題とも関連して非常に重要なテーマである。

現在の保育サービス供給システムは非常に非効率的であり、これは需要側のニーズに弾

力的に対応できない原因ともなっている。対応策として、供給システムにおける市場メ

カニズムの導入を保育サービス市場の活性化を提案している。 

 

 


